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主な内容

■栄村防災の日について

■さかえ俱楽部スキー場情報

■各種お知らせ

■教育委員会報
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　晴天が広がる絶好の雪遊び日和となったこ
の日、北信保育園の子どもたちは雪山を駆け
のぼり、怖がることなくソリを使って楽しく
滑り降りていました。子供たちはみんな雪が
大好きです！

「楽しい雪遊び」

令和５年

第472号
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（2）広 報 さ か え令和５年３月１日

【防災教育講演会】 【栄村冬山遭難救助合同訓練】

災害に備える！ 3月12日は「栄村防災の日」
　令和４年３月、長野県北部地震とその大きな被害を長く記憶にとどめ、その教訓を引き継いで、栄村
が一丸となって、減災・防災のために努めることを目的として、３月12日を「震災を忘れない　栄村防
災の日」と制定しました。近年、毎年のように地震や風水害による大きな災害が全国各地で発生してい
ます。災害はいつ・どこで起こるかわかりません。「栄村防災の日」にあわせて、今一度、災害に対す
る意識を高め、災害に備えましょう。

①家庭での備えについて
　家庭での備えとして、避難時にすぐ持ち出す「非常持出品」や長期
停電等に必要な「非常備蓄品」の備えを確認しましょう。
　また、村では「家庭・集落からの震災応急マニュアル」を作成して
いますので、備えの参考にしてください。

②ハザードマップや避難所などの確認をしておきましょう
　災害時にいち早く危機を認識して命を守る行動をとるためには、日
ごろから身の回りの危険性を知り、備えておくことが大切です。
　災害時には村から各種情報を伝達しますが、改めてご確認をお願い
します。

③告知放送端末の電池の入れ替えと栄村公式LINEに登録をお願いします
　各ご家庭に設置している告知放送スピーカーは、乾電池を入れることで停電時でも村か
らの放送を聞くことができます。液漏れによる故障を防ぐため、１年に１回程度、電池交
換をお願いします。また、災害時には公式LINEでも情報を伝達しますので、併せて登録
をお願いします。

④「栄村防災の日」に係る関係行事等

栄村
防災情報

栄村
防災マップ

公式LINE
登録用

●期日：令和5年3月11日㈯
13:30～15:45

●場所：栄村文化会館 かたくりホール
●内容：以下のとおり
・栄小、栄中防災教育実践事例発表
・信州大学教育学部　廣内教授による講演会

　詳細は別途開催チラシを配布しますので、
大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

●期日：令和5年3月12日㈰
14:00～16:00

●場所：さかえ俱楽部スキー場
●内容：栄村消防団、栄村遭難対策協議会、

岳北消防本部、飯山警察署等が連携
し、雪崩発生時等の救助方法等につ
いて訓練を行います。

問　教育委員会事務局 ☎0269－87－3118
問　総務課 情報防災係  ☎0269－87－3112

秋山支所  ☎025－767－2202
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３月の
イベント

レッツゴー !! サカエムラ

さかえ倶楽部スキー場情報！

予約・
問合せ先 さかえ倶楽部スキー場� ☎0269-87-3355

３月１３日㈪～１７日㈮　レストラン村民感謝ウイーク開催！
○村民割引券１枚につき、レストランメニューが１品半額程度
　になります。
○送迎バスを予約制で運行しますので、ぜひご利用ください。
　なお、予約は前日までにお願いします。

バス運行表
（10：30～11：00頃�お迎えに行きます！）

３月１３日㈪ 平滝、白鳥、横倉方面
３月１４日㈫ 箕作、月岡、泉平、小滝方面
３月１５日㈬ 中央、原向、柳在家～雪坪方面
３月１６日㈭ 切欠～極野～坪野方面
３月１７日㈮ 青倉、森、秋山方面

トマジューカレー

からあげ丼
帰りの送迎バスは１３：３0～１４：00頃 スキー場を
出発します。

雪マジ19・20をぜひご利用ください！
　雪マジは19歳でリフト無料、20歳でリフト半額になる大変お得なサービ
スです。
　雪マジは、さかえ倶楽部スキー場を含む全国160 ヶ所以上のスキー場で
利用できますので、ぜひご利用ください。なお、インターネットで事前に
登録する必要があるので忘れずに登録をしてスキー場へお越しください。

雪マジ20雪マジ19

●小学生のリフト料金が無料になります！また、
小学生以下のお子さまにお菓子やおもちゃが当
たる抽選会を行いますので、お楽しみに！

　（リフト券はフロントでお渡しします。） 

●リフト１日券がだれでも半額になります！
　大  人　３，８００円 ⇒ １，９００円
　小  人　２，５００円 ⇒ １，２５０円
　シニア  ３，２００円 ⇒ １，６００円

19日㈰ スキー子どもの日 22日㈬～28日㈫ さよなら感謝デー
（毎月第３日曜日）

本券を忘れずに
お持ちください。
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困
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。
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４
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８
７
─

３
１
１
３

整備後の林内
見通しが良くなりました。

令和4年度 下半期　工事等の契約状況（指名競争入札）
工事（委託）名 契約額（税込） 契約工期（履行期間） 請負業者 担当課

令和４年度村単　里山整備事業
委託業務　その１

6,490,000
令和４年10月24日
令和５年３月24日

栄村森林組合 建設課

令和４年度村単　里山整備事業
委託業務　その２

7,370,000
令和４年11月９日
令和５年３月24日

栄村森林組合 建設課

令和４年度林道事業（地方創生
道整備交付金）
林道秋山線鬼沢橋修繕工事

2,629,000
令和４年11月15日
令和５年３月31日

㈱竹花組
飯水営業所

建設課

令和４年度信州の森づくり事業
（みんなで支える里山整備事業）
ライフライン等保全対策委託業務

748,000
令和４年11月21日
令和５年２月17日

栄村森林組合 建設課

令和４年度村単　里山整備事業
委託業務　その３

682,000
令和５年１月13日
令和５年３月24日

栄村森林組合 建設課

事　業　名 契約額（税込） 契約工期（履行期間） 請負業者 担当課

令和４年度
北信保育園給食設備機器整備事業

1,672,000
令和５年１月16日
令和５年３月28日

㈱マルゼン
長野営業所

教育委員会事務局

長野県HP

長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し

緩
衝
帯
整
備
を
実
施

〈物　品〉
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　栄村では高齢者と障がい者の皆さんに、タクシー利用券等の補助を行っています。次の内容をご確認
のうえ、該当する皆さんは、別途全戸配布する申請書をご提出ください。

■申請書提出期限　令和５年３月２２日㈬　　■提出先　役場窓口及び秋山支所

①　対象となる方であっても、次の場合、交付対象となりません。
　・本人及び同居親族に村税等の滞納がある方　　・施設等に入所されている方
　・本村が設ける他の制度でタクシー利用料等の補助を受けている方
②　デマンド交通（土日、祝日を含む）では利用できません。
③　５月以降の申請の場合、月数割となります。

共通
事項

障がい者に該当する方

対 象 者
・身体障害者手帳の１級、２級、３級取得者
・療育手帳のA１、A２取得者
・精神保健福祉手帳の１級、２級取得者

交付内容
障がい者タクシー利用補助券及び自動車
燃料費補助券
１枚500円×24枚（秋山地区48枚）

利用でき
るところ

・森宮交通株㈱
・十日町タクシー株式会社
・SUN栄村スタンド（平滝・森給油所）
・苗場山観光㈱（秋山給油所）

高齢者に該当する方

対 象 者

・満７5歳以上で次の要件を満たす方
・４月１日現在、村民税非課税世帯に属

する方
・運転免許証を保持していない方
　（原付免許証、小型特殊免許証は除く）

交付内容 高齢者タクシー利用補助券
１枚500円×24枚（秋山地区48枚）

利用でき
るところ

・森宮交通㈱
・秋山地区の山タク

令和５年度
栄村高齢者及び障がい者等交通費補助事業について

　長野北年金事務所では、下記の予定で出張年金相談を行っております。ご予約の上、ご利用
ください。

予・問　長野北年金事務所　お客様相談室　☎026-244-4097

◦相談時間は、３０分毎です。
◦ご連絡の際は、基礎年金番号の分かるものをご準備の上ご予約ください。

中野会場
中野市

中央公民館

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９

相 談 日 ４ ㈫ ９ ㈫ ６ ㈫ ４ ㈫ １ ㈫ ５ ㈫

予約受付
期　　間

3/3～
3/30

3/31～
5/1

5/2～
6/1

6/2～
6/29

6/30～
７/2７

７/28～
8/31

【会場住所】中野市三好町1-4-2７　　【開設時間】午前10時～午後３時

飯山会場
飯山

商工会議所

相 談 日 2７ ㈭ 25 ㈭ 22 ㈭ 2７ ㈭ 24 ㈭ 28 ㈭

予約受付
期　　間

3/20～
4/24

4/25～
5/22

5/23～
6/19

6/20～
７/24

７/25～
8/21

8/22～
9/25

【会場住所】飯山市飯山2239-1　　【開設時間】午前10時～午後３時

令和５年度　上半期　出張年金相談のご案内
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。

試験申込
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警
察
官
A
（
令
和
6
年
4
月
採
用
）・
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月
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令
和
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年
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受
験
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内
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受
験
申
込
書
は
、
長

野
県
警
察
本
部 

警
察
職
員
採
用
セ
ン

タ
ー
又
は
長
野
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内
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各
警
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署
、
交

番
若
し
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ー
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Ｈ
Ｐ
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。
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０
３
１

長野県警察
HP

ごみ袋の種類 令和５年４月から
（消費税込み希望小売価格）

令和５年３月まで
（消費税込み希望小売価格）

燃えるごみ
（小15ℓ） 1０枚入り　６８円 　５３円

燃えるごみ
（中30ℓ） 1０枚入り　1２６円 1０５円

燃えるごみ
（大45ℓ） 1０枚入り　２３４円 ２０４円

燃えないごみ
（中30ℓ） 1０枚入り　1９４円 1４４円

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先
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公
共
職
業
訓
練
（
ハ
ロ

ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

訓
練
生
募
集

「
な
が
の
け
ん
医
療
・

介
護
従
事
者
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

・
受
講
科
目

　

介
護
士
・
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

・
訓
練
期
間

　

令
和
5
年
6
月
6
日
㈫
～

令
和
5
年
9
月
5
日
㈫

・
募
集
期
間

　

令
和
5
年
3
月
17
日
㈮
～

　

令
和
5
年
5
月
16
日
㈫

・
訓
練
場
所

　

中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
社
会
経
済
活
動
が

再
開
す
る
中
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め

奮
闘
す
る
医
療
・
介
護
従
事
者
へ
の
支

援
と
し
て
、
県
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
寄
付
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
医
療
・
介
護

従
事
者
の
メ
ン
タ
ル
面
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
そ
の
他
き
め
細
や
か
な
取
組
み
に

活
用
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
募
集
期
間

　

令
和
5
年
2
月
1
日
㈬
～

　

令
和
5
年
3
月
31
日
㈮

問　

長
野
県
庁 

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
１
４
４

　
　
（
医
師
・
看
護
人
材
確
保
対
策
課
）

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
１
１
１

　
　
（
介
護
支
援
課
）

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

へ
の
献
穀
に

つ
い
て

　

新
嘗
祭
に
献
穀
を
希
望
さ
れ
る
方
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

　

米
及
び
粟
に
つ
き
長
野
県
よ
り
1
名

ず
つ
決
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
旅
費
や

そ
の
他
献
穀
に
係
る
費
用
は
希
望
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

献
穀
を
希
望
さ
れ
る
方
は
農
政
課
農

林
係
ま
で
３
月
14
日
ま
で
に
ご
連
絡
、

お
問
合
せ
下
さ
い
。
な
お
献
穀
者
の
決

定
は
８
月
31
日
を
目
安
に
行
わ
れ
ま

す
。
今
回
の
申
請
は
希
望
者
の
と
り
ま

と
め
で
す
。

長野県HP

「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」

（
電
子
図
書
館
）が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

■
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
と
は
？

・
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
様
々
な

本
を
読
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

図
書
館
で
す
。全
て
の
長
野
県
民
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
無
料

で
借
り
ら
れ
る
よ
う
、
長
野
県
内
の

市
町
村
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

■
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

・
長
野
県
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す

■
利
用
方
法

・
村
民
の
方
は
次
の
方
法
で
申
込
が
可

能
で
す
。

①
教
育
委
員
会
事
務
局
で
申
込
が
可
能

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

本
人
確
認
が
で
き
る
物
を
お
持
ち
に

な
っ
て
来
庁
く
だ
さ
い
。

②
「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
利
用
に
あ
た
っ

て
の
注
意
事
項
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
「
利
用
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

生
涯
学
習
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

デジとしょ
信州HP

申
・
問

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９
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りよだ健保
栄村版ＡＣＥプロジェクトで健康で最幸な暮らしを目指して
　長野県が取り組む「信州ACE（エース）プロジェクト（健康づくり県民運動）」の理念を受け、令和４年
度から開始した事業です。
　栄村では、①「体を動かすこと（Action）」②「自分の体を知ること（Check）」③「きちんと食べること

（Eat）」の３つの取組みを通じ、健康づくりの輪を拡げ、人と地域がつながることを目指しています。

健康づくりを通じた幸せな暮らしのための４つの重点項目とキャッチフレーズ

マークを見たら注目を

　みなさんが自分の体に興味を持ち、自分の健康は自分で守る取組を応援するため、村でも健康づくりに関
連した事業にこうしたマークを使い情報発信します。ワクワクしながら待っていてくださいね。

●Action（体を動かす）　
　できることから始める運動習慣

●Check（からだの状態を知る）　
　自分を知るための体チェック

●Eat（健康に食べる）　
　バランスの良い食生活

●Connect（つながる）　
　人と地域が繋がる、健康づくりの輪をひろげよう

　習慣的に体を動かすことで、脳卒中などの生
活習慣病を予防し、体の機能低下や認知症を防
ぐことができます。
　まずは、いまより少し多く歩くこと意識する
など、できることから始めましょう！

　１日３食とっていると１年間で１,000食以
上。一生涯で80,000食以上。
　「毎日、健康に配慮して食べる（Eat）」こと
の積み重ねが大事です。おいしくて、体によい
食生活を工夫し、楽しく健康で過ごしましょう。

　年に一度の健診（Check）だけでなく、体
重や血圧、体力など、今の自分の体の状態を知
ることが大切です。
　家族みんなで、こまめな計測と定期的な健診
で、安心で健康な暮らしを送りましょう。

　年齢や体の状態に合わせた健康づくりを通じ
て、様々な人との交流や地域の良さを知ること
ができます。
　活き活きとした活動の輪を拡げ、健康で幸せ
な暮らしを続けましょう。

できることから
はじめる運動習慣

バランスの良い食事

自分を知るための
体チェック

人と地域が繋がる
健康づくり
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.80

　

こ
ん
に
ち
は
。
秋
山
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
木
村
で
す
。

　

協
力
隊
任
期
が
３
月
末
ま
で
で
す
の
で
、

記
事
の
寄
稿
は
今
月
号
で
最
後
に
な
り
ま

す
。
最
後
の
記
事
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

突
然
で
す
が
、
協
力
隊
員
の
理
想
的
な
人

物
像
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　

協
力
隊
制
度
を
所
管
す
る
総
務
省
の
文
言

を
引
用
す
る
と
、「
熱
意
、
行
動
力
が
あ
り
、

自
治
体
が
持
つ
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
を
解

決
す
る
能
力
が
あ
り
、
且
つ
地
域
に
定
住
・

定
着
で
き
る
者
。」
が
理
想
的
な
人
物
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
の
場
合
、「
大
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し

を
体
験
し
た
い
」
と
い
う
の
が
栄
村
に
移
住

し
た
き
っ
か
け
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
関

し
て
は
、
少
し
興
味
が
あ
る
程
度
で
し
た
。

　

し
か
し
、
公
金
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
身

と
し
て
、「
自
身
が
求
め
る
生
活
を
体
験
す

る
」
程
度
で
、
任
期
の
３
年
を
終
え
て
し
ま

っ
て
は
、
当
然
、
地
域
住
民
の
他
、
協
力
隊

に
関
係
す
る
公
官
庁
職
員
の
方
々
は
納
得
し

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
若
者
の
働
き
口
減
少
に
と
も

な
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」
を
秋
山
地
域

の
課
題
と
捉
え
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
を
開
発
し
、
通
年
雇
用
の
で
き
る
産

業
の
振
興
」
を
目
的
に
、
少
し
で
も
地
域
が

良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

３
年
間
で
ク
ロ
モ
ジ
ス
プ
レ
ー
な
ど
い
く

つ
か
の
商
品
化
に
成
功
し
、
今
後
も
継
続
的

に
製
造
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
が
、
通
年

雇
用
が
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。幸
い
な
こ
と
に
、売
り
上
げ
は
年
々

上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
人
を
雇
え

る
よ
う
な
産
業
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

活
動
以
外
の
生
活
面
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
皆
様
か
ら
、
晩
御
飯
や
お
茶
飲
み
に

誘
っ
て
も
ら
っ
た
り
、「
若
い
人
が
住
ん
で

く
れ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。」
な
ど
の
あ

り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た

点
か
ら
、
集
落
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
は
築

け
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
と

楽
し
く
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
定
住
志
向
が

強
く
な
り
、
任
期
終
了
後
も
秋
山
地
域
に
定

着
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
職
場
に
つ
い

て
は
、
栄
村
役
場
の
職
員
と
し
て
従
事
す
る

予
定
で
す
の
で
、
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
公
私
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
及
び
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　

優
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

認
定
商
品 

審
査
会
を
実
施
！

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会 

商
品
開
発
部
会
で
は
、
苗
場
山
麓
の
地

質
・
自
然
・
文
化
を
語
る
地
域
産
品
「
大

地
の
た
か
ら
も
の
」の
開
発
推
進
の
た
め
、

特
産
商
品
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第

１
回
の
認
定
は
２
年
前
に
実
施
し
、
今
回

は
第
２
回
目
の
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
品
目
は
10
品
（
津
南
町
６

品
、
栄
村
４
品
）。
今
回
は
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
食
品
の
み
な
ら
ず

幅
広
い
品
目
で
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
販
売
し
て
い
た
商
品
だ
け
で
は

な
く
、
本
認
定
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
た
め
、

新
た
に
開
発
さ
れ
た
商
品
や
、
既
存
商
品

の
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、
事
業

者
の
皆
様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。
認
定

結
果
に
つ
い
て
は
次
回
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

商
品
開
発
部
会　

事
務
局

　
（
津
南
町
観
光
地
域
づ
く
り
課
）

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

５
４
５
４

エントリー商品 10品目

村内からの
エントリー商品
おひさまケチャップ

（おひさま）

小さな山里　栃餅
（株式会社さかえ）

信州秋山郷クロモジ精油
（苗場観光株式会社）

信州秋山郷クロモジ芳香
蒸留水「郷の雫」

（苗場観光株式会社）

審
査
の
様
子（
食
味
や
デ
ザ
イ
ン
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
）
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　毎年恒例のスキー場での雪遊び。
　ソリに乗ってゲレンデを大滑走！空まで届きそう
な大きい雪山からダイブ！そしてお楽しみのおやつ
はイチゴがのったホットケーキ！子どもたちの笑顔
と歓声がスキー場の青空いっぱいに広がりました。
楽しかったね～。また行こうね。

　栄小学校ではコミュニティスクールの活動とし
て、「いっしょに学ぼう」を随時開催しています。
現在「英語クラブ」「ボッチャクラブ」会員の地域
の皆様が学校を訪れ、子どもと共に学んでいます。
英語でコミュニケーションを取り合う、ボッチャの
ゲームで応援し合う、そ
んなかかわりが見られ、
クラブ員さん、子どもた
ちからは「楽しく学べる」
といった声が聞かれ、盛
り上がっています。

　1月1３日に教育委員会公民館主事の島崎佳美さん
を講師に、郷土食について学びを深めました。
　ここで、問題です！「栄村の郷土食」と聞いて思
い浮かぶのは何ですか??
　生徒の答えは「あんぼ」「えごまっ娘」「とち餅」「み
みだんご」でした。島崎さんから、この他にもたく
さんあることを教えていただきました。
　また、栄村の朝食には餅が出る、栄村のお雑煮の
具は大根のみということも教えていただきました。
なぜなのか…。これには栄村の風土が大きく関わっ
ていることを知り、郷土食が先人の知恵の塊である
ことを生徒は学びました。
　１年生はこの１年間、栄村の自然、観光、食文化
について学びました。これまで当たり前に感じてい
たことが、実はすごいことだったと実感した時間と
なりました。

子ども教育係

村の  未来は、教育から
『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

栄村教育委員会報
№10

発行：栄村教育委員会事務局

　令和４年度計画された６回の話し合いは２月
1５日に全て終了しました。お忙しい中、しか
も天候の悪い夜に、２３人の方にご参加いただ
いたこと、心より御礼申し上げます。今回は、
保小中の保護者アンケートと小４～中３の児
童、生徒アンケートの結果をご紹介すると共に、
現在の小中の取り組みにつきましても先生方から実践をお聞きすることができました。
　令和５年度は実際に小中一貫校や義務教育学校の見学と共に、更に具体的に今後の方向について検討して参
りますので、多くの皆様のご参加を引き続きお願いいたします。特に現在保小中の保護者皆様の積極的なご参
加をお願いします。

栄小学校　いっしょに学ぼう！

スキー場雪遊び

栄中学校
１年生さかえふるさと塾の学習

本年度最後の「みんなで学校を創ろう」⑥
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　昨年発生した塩尻の斜面崩落や秋山の熊の皮は
ぎ、希少動植物調査報告など、内容盛りだくさん！

日時：3月２５日㈯　1２:30開場
会場：栄村役場

「かたくりホール」
主催：地域史料保全有志の会

第２回　栄村の文化と自然報告会
『栄村の歴史文化と自然を再発見』

～知れば知るほど栄村はすごい～
○栄村誌『歴史編』の素材となった合計２３家の古
文書目録が完成しました。２7冊限定で販売致し
ます。お求めの方
はお早めにご連絡
ください。

　（１冊￥1,000）

★教育委員会事務局前には、図鑑や著名人の伝記等
の書籍があります。ご自由にお持ち帰りください。

　今回は２8２点　５6名からの応募があり、栄村から
は、下教育長と広瀬明彦さん（青倉）が受賞しまし
た。おめでとうございます！

本年度最後の
広報に

なります。学
校教育・生涯

学習共に教育
委員会の取り

組みや情報を
つかんでいた

だけたでしょ
うか？

村の  未来は、教育からいくつになっても、誰もが心豊かに、
生きがいを持って生活を紡いでほしい！

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

　温泉染研究所・旅する服屋の行橋智彦さんと活動を進めている、栄村の温泉×植物で染めるアート活動。２
月２0日から３度目の活動が始まり、温泉学習を進めている５年生や保育園から一般の方たちとワークショッ
プを実施。行橋さんが栄村の温泉と植物で何色にも染め上げた一頭分の羊毛で、個性あふれるきのこを作りま
した。子どもたちは、「どんなふうになるかな？」「それも味が
あっていいよ」となんでも肯定的に受け止める行橋さんとの関
わりによって、ワクワクしながら夢中で制作に取り掛かってい
ました。
　行橋さんの作品展示会は３月４日～５
日。この展示会で子どもたちや地域の皆
さんの作品が展示されます。行橋さんに
よって、栄村をどのように表現されるの
でしょうか。楽しみです。

生涯学習係

『栄村域所在古文書目録』

第8回ジオフォトコン審査結果ブック　リサイクル

NＡGＡNO ORGＡNIＣ ＡIR事業
染物体験と羊毛できのこをつくろうワークショップ開催！
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見
つ
け
ま
し
た
！
希
少
な
植
物
希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
�

で
も
か
な
り
希
少
な
植
物
と
思
わ
れ
ま

す
。

◆
ケ
イ
リ
ュ
ウ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

　

本
種
は
、
増
水
時
に
激
し
い
流
れ
に
浸

る
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に
適
応
し
た
特
殊

な
ス
ミ
レ
で
す
。
こ
れ
ま
で
村
内
で
は
、

小
滝
四
ツ
廻
り
の
川
原
の
限
ら
れ
た
場
所

が
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
さ
ら
に
千
曲
川
下
流
域
の
川

原
で
本
種
を
確
認
し
ま
し
た
。
川
原
の
岩

の
隙
間
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
薄
紫

色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
確
認
し
た
場
所
も
ご
く
狭
い
範
囲

で
す
が
、
新
た
な
貴
重
な
自
生
地
の
発
見

と
な
り
ま
し
た
。

◆
シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ

　

こ
の
植
物
も
、
住
宅
地
に
近
い
小
径
沿

い
で
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
は
水
田
が
放

棄
さ
れ
て
湿
地
帯
に
な
っ
た
場
所
で
す
。

そ
こ
で
秋
に
大
き
な
群
落
に
な
っ
て
白
い

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
種
は
湿
地
や
湿
っ
た
草
原
に
生
育
す

　

現
在
、
二
○
二
二
年
度
の
調
査
結
果
を

ま
と
め
中
で
す
。
今
回
は
、
本
年
度
調
査

で
新
た
に
確
認
し
た
植
物
に
つ
い
て
、
一

部
を
ご
報
告
し
ま
す
。

◆
ヒ
メ
シ
ャ
ガ

　

本
種
は
小
型
の
ア
ヤ
メ
科
の
植
物
で
、

山
地
の
岩
場
な
ど
で
五
月
終
わ
り
か
ら
六

月
に
か
け
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
紫
色
の

可
憐
な
花
は
、
園
芸
家
の
人
気
が
高
く
、

各
地
で
乱
獲
さ
れ
て
そ
の
数
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
環
境
省
：
準
絶
滅

危
惧
種
、
長
野
県
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
希

少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
五
月
、
本
種
に
つ
い
て
、「
か
な

り
以
前
に
見
か
け
た
が
、
環
境
が
変
わ
っ

た
の
で
、
今
も
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。」

と
い
う
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

何
と
か
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
祈
り
な

が
ら
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
付
近
の
沢
を

登
っ
て
い
く
と
、
岩
場
の
草
藪
の
中
に
本

種
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
花
盛
り

で
し
た
。
本
種
の
葉
は
細
く
、
ス
ゲ
な
ど

と
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
花
が
な
け
れ
ば

気
が
つ
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
探
し
て
み
る

と
、
対
岸
の
岩
壁
に
も
た
く
さ
ん
の
株
が

花
盛
り
で
し
た
。
村
内
で
も
大
変
貴
重
な

自
生
地
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
ハ
グ
ロ
ソ
ウ

　

山
林
の
林
縁
な
ど
日
陰
に
生
育
し
、
花

び
ら
が
２
枚
と
い
う
珍
し
い
植
物
で
す
。

主
に
本
州
中
部
以
南
で
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
で
、
長
野
県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
希

少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
長
野
県
北
部
の
当
村
で
見
つ
か

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も
住
宅
地
に
近
い
小

径
で
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
道
は
、
か
つ

て
水
田
の
行
き
来
に
使
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
は
通
る
人
も
わ
ず
か
で
す
。
村
内

る
大
型
の
タ
デ
科
の
多
年
草
で
す
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
村
内
で
は
極
め
て
珍
し
い
植

物
の
よ
う
で
す
。

栄
村
は
植
物
の
宝
庫
！

　

栄
村
で
確
認
さ
れ
て
い
る
植
物
の
種
数

は
約
一
四
○
○
種
、
津
南
町
も
含
め
た
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
内
で
は
約
一
五
○
○

種
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
に
植
物
の
宝

庫
で
す
。

　

栄
村
は
多
雪
地
域
の
日
本
海
側
の
植
物

と
、
あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
い
太
平
洋
側
の

植
物
と
の
境
と
な
っ
て
お
り
、
両
側
の
植

物
が
混
じ
り
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千

曲
川
の
川
原
か
ら
苗
場
山
な
ど
の
高
山
帯

ま
で
、
標
高
差
が
あ
る
複
雑
な
自
然
環
境

が
さ
ら
に
豊
か
な
植
物
の
多
様
性
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
見
つ
か
っ
た
ハ
グ
ロ
ソ
ウ
は
、

そ
の
地
域
の
方
か
ら
、「
自
分
の
家
の
そ

ば
に
も
あ
る
よ
。」
と
い
っ
た
お
話
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
年
度
、
ぜ
ひ
確
認
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
ま
だ
ま
だ
身

近
に
、
貴
重
な
植
物
が
残
っ
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
植
物
の
記
録
も
、
現
在

の
栄
村
の
自
然
を
知
る
た
め
の

貴
重
な
記
録
と
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次
年
度
の
調
査
に
向
け
て
雪
解

け
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
で

す
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・

涌
井
泰
二
） 

岩場で咲くヒメシャガ（2022.5.26）

花びらが２枚のハグロソウ
（2022.8.24）

川原の厳しい環境に根付くケイリュ
ウタチツボスミレ。（2022.5.11）

放棄田の湿地帯で見つけたシロバナ
サクラタデ。（2022.9.14）
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１月火災・救助・救急出動件数

最高気温 8.9℃ １月20日㈮

最低気温 −8.9℃ １月26日㈭

平均気温 −0.3℃ 総 雨 量 381.0㎜

栄村の気象（１月）

世帯数 795世帯 前月比−1
人　口 1,636人 −6
男 775人 −2
女 861人 −4

出生 1
死亡 4
転入 1
転出 4

世帯と人口（２月１日現在） １月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 131 飯山日赤� 7

津南病院� 2
そ の 他� 4
不 搬 送� 1
合　　計� 14
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 29

野沢温泉村 1 0 34

栄 村 0 0 14

管 轄 外 等 0 0 0

みのがすな　小さな火のもと　火事のもと

３月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料 〇温泉休憩所使用料
〇学童保育料　　　　　　〇雪害救助負担金

生活カレンダー３月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　3月31日㈮　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　３月22日㈬
　八十二銀行・県信　３月2７日㈪

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
幼
児
検
診
】

日
時
：
６
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
７
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
13
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
15
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

行
事
・
そ
の
他

【
移
動
図
書
】

■
西
部
・
豊
栄
・
水
内

　

日
時
：
２
日
㈭
・
16
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
55
分
～
午
後
３
時
20
分

■
秋
山
・
東
部

　

日
時
：
３
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
35
分

【
な
ん
で
も
相
談
会
】

日
時
：
４
日
㈯　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
栄
村
役
場

【
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

日
時
：
18
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
箕
作
・
月
岡
集
落
周
辺

【
栄
村
ス
キ
ー
大
会
】

日
時
：
19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
：
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
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2
月
25
日
㈯
、
日
が
暮
れ
た
午
後
5
時

30
分
頃
、
野
田
沢
の
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
2
年
目
の
冬
、
住
民
の
「
野

田
沢
で
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り
を
や
ら
な
い

か
」
と
い
う
発
案
で
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
ド

ル
祭
り
も
今
年
で
11
年
目
。
始
ま
っ
た
当

初
は
、
野
田
沢
有
志
で
準
備
を
進
め
、
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
野
田
沢
公

民
館
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
村
制
60
周
年
の
時
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
補
助
金
を
活
用
し
て
盛
大
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り
で
は
、
野
田
沢
入
口

付
近
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
か
ま
く
ら

や
雪
像
を
造
り
ま
す
。
野
田
沢
に
は
職
人

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
毎
年
ど
の
よ
う

な
も
の
が
出
来
上
が
る
の
か
と
、
住
民
の

楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

集
落
内
道
路
の
雪
壁
に
横
穴
を
あ
け
、
野

公
民
館
報
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田
沢
か
ら
程
久
保
ま
で
を
キ
ャ
ン
ド
ル
で

灯
し
ま
す
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
女
性
が
中
心
と
な

っ
て
豚
汁
を
作
っ
た
り
、
公
民
館
役
員
が

甘
酒
を
出
し
た
り
と
、
来
て
く
れ
た
方
に

振
舞
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
過
去
に
異
例
の
少
雪

で
1
回
、
昨
年
の
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
に

よ
る
自
粛
で
1
回
、
や
む
を
得
ず
中
止
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
感
染
者
も
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
っ

て
き
て
は
い
ま
す
が
、
来
場
者
を
村
民
及

び
村
在
勤
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
お
、来
年
以
降
は
親
戚
や
知
人
、

近
隣
市
町
村
の
方
々
に
も
お
い
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
地
区
住
民
の
た

め
に
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
人
の
発
案
者
と
、
そ
こ
に
賛
同
し
た

人
々
の
力
で
実
現
さ
れ
る
─
。
そ
う
し
た

活
動
が
、
栄
村
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

野田沢公民館主催

メイン会場のかまくらと、
準備に集まる多くの住民

野
田
沢
公
民
館
　
主
事
　

　

阿

部

晴

夫

野田沢庭先キャンドル祭り
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シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
さ
ん
が

栄
村
へ
の
定
住
に
つ
な
が
っ
た
例

も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
定
住
に
は

何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

正
直
、
過
度
な
干
渉
は
な
い
方
が
い
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
相
手
が
求
め
て
き
た
と
き

に
差
し
伸
べ
る
程
度
で
良
い
の
か
な
と
。
何

か
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
自

由
に
な
ん
で
も
で
き
る
こ
と
に
魅
力
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
の
で
、
仕
事
は
自
分
で
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
さ
せ

よ
う
と
す
る
雰
囲
気
も
嫌
で
す
ね
。
結
婚
す

る
し
、
定
職
に
就
く
と
い
う
の
が
、
当
た
り

前
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
雰
囲
気
は
ち
ょ
っ
と

肩
身
が
狭
く
な
り
ま
す
。
実
際
子
ど
も
が
で

き
な
い
家
庭
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
も
っ
と
多

様
な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い

な
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

　

必
要
な
時
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
体
制
が
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
い
い
場
所

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
も
い
い
し
、

や
さ
し
い
し
。
現
在
坪
野
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
集
落
は
め
ち
ゃ
く
ち
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
。
可
能
性
を
感
じ
て
ま
す
。

最
後
に
今
の
想
い
を

　

こ
う
し
た
、
里
山
や
集
落
な
ど
村
の
環
境

を
残
し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
に
は
田
舎
暮

ら
し
の
体
験
と
か
、
田
植
え
体
験
と
か
ど
ん

ど
ん
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
く
よ
う
な
村
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

栄
村
に
来
て
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

　

初
め
て
栄
村
に
来
た
時
は
3
月
末
頃
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
雪
が
た
っ
ぷ
り
あ
っ
て
、

雪
の
多
さ
と
い
う
よ
り
、こ
の
田
舎
感
に「
す

ご
い
と
こ
ろ
に
来
ち
ゃ
っ
た
な
」
と
思
い
ま

し
た
ね
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
満
了

後
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
と
ま
り
い
え
」

を
開
業
し
た
そ
う
で
す
が
は
じ
め

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

単
純
に
、移
住
仲
間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

人
を
呼
べ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

学
生
時
代
に
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
東

南
ア
ジ
ア
を
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
海
外
じ

ゃ
な
く
て
、
日
本
の
田
舎
に
パ
ワ
ー
が
向
い

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
。
田

舎
に
来
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

も
な
ん
と
な
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

1
年
間
空
き
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
か
？

　

発
信
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
す
。
協
力
隊
任
期

中
に
活
動
内
容
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
、
閲
覧

者
数
何
人
と
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
発
信
し
て

い
た
ん
で
す
が
、
栄
村
情
報
を
全
面
に
出
す

よ
り
、
田
舎
暮
ら
し
の
内
容
を
全
面
に
出
す

方
が
、
閲
覧
者
数
を
獲
得
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
以
後
、
自
分
や
栄
村
の
こ
と

を
情
報
と
し
て
出
す
の
は
最
後
。
田
舎
暮
ら

し
Ｐ
Ｒ
で
、
自
分
も
体
験
し
て
み
た
い
と
利

用
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
い
で
す
よ
。

任
期
を
満
了
し
て
も
栄
村
に
住
み
続

け
よ
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

栄
村
に
は
暮
ら
し
を
楽
し
め
る
可
能
性
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
か

ね
。

　

栄
村
に
来
た
当
初
か
ら
「
半
農
半
X
」
な

暮
ら
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

協
力
隊
期
間
中
、
収
入
を
得
る
ほ
ど
の
畑
は

難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
1
万
円
を
稼
ぐ
こ

と
の
難
し
さ
。
自
分
の
精
神
を
す
り
減
ら
す

よ
う
な
仕
事
の
仕
方
は
せ
ず
、
自
分
の
食
べ

る
分
を
作
る
。
な
の
で
、
任
期
を
満
了
し
て

も
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
3
年
間
の
人
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
、

様
々
な
仕
事
の
お
話
も
い
た
だ
い
て
い
る

し
、
3
年
間
暮
ら
し
て
い
る
と
、
様
々
な
課

題
が
見
え
て
き
て
、
そ
れ
っ
て
仕
事
に
な
る

な
と
感
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

栄
村
の
暮
ら
し
を
楽
し
め
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
数
や

リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と
か
ら
も
実
証
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

スポット！
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
3
年
前

に
栄
村
に
や
っ
て
き
た
佐
藤
慎
平
さ
ん

（
坪
野
）
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
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伝
え
る
信
仰

　

極
野
集
落
に
は
、
窓
や
出
入
口
な
ど
に

「
十
二
月
、
十
三
月
、
七
五
三
☆
」
と
書

か
れ
た
お
札
の
よ
う
な
も
の
が
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
思
議
に
思
い
、
藤
木
吉
栄

さ
ん
（
極
野
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
そ
の
お
札
は
さ
、
小
正
月
の
時
に
貼

る
ん
だ
け
ど
も
。
１
月
15
日
の
小
正

月
に
は
モ
グ
ラ
モ
チ
を
や
っ
た
も
ん

だ
。
前
日
の
夜
に
は
家
の
周
り
の
雪
を

踏
ん
で
お
い
て
な
。
子
供
た
ち
が
ヨ
コ

ヅ
チ
（
ワ
ラ
を
た
た
く
道
具
）
を
引
っ

張
っ
て
家
の
周
り
を
「
モ
グ
ラ
モ
チ
ャ

ド
コ
イ
ッ
タ　

ヨ
コ
ヅ
チ
ャ　

マ
イ
ッ

タ　

マ
イ
ッ
タ
オ
コ
セ
バ　

ド
ウ
ツ
ク

ゾ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
回
っ
た
も
ん

だ
。
こ
の
時
に
入
り
口
や
窓
な
ど
出
入

り
で
き
る
と
こ
ろ
に
そ
の
お
札
を
貼
っ

て
さ
。
お
札
に
は
「
十
二
月　

十
三
月

七
五
三　

☆
」
と
書
い
て
あ
る
ん
だ
け

ど
も
、
十
二
月
、
十
三
月
と
書
く
こ
と

で
、
鬼
や
悪
者
が
来
た
時
に
「
こ
の

家
に
は
ま
だ
新
年
が
来
て
い
な
い
ん

だ
。
帰
ろ
う
」
と
思
わ
せ
た
ら
し
い
。

〜
永
遠
に
残
し
た
い

栄
村
の
暮
ら
し
〜

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
村
民
の
暮
ら
し
も

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
後
世
へ
と
伝
え
た

い
、
栄
村
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

栄
村
風
土
記
6☆

印
は
五ご

芒ぼ
う

星せ
い

（
平
安
時
代
の
陰
陽
師

の
マ
ー
ク
で
も
あ
り
昔
か
ら
魔
除
け
の

印
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
。）

七
五
三
の
意
味
は
わ
か
ら
ね
ぇ
な
。
昔

か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た

も
ん
だ
か
ら
。
最
近
は
玄
関
に
貼
る
ぐ

ら
い
だ
な
。
ヨ
コ
ヅ
チ
引
っ
張
っ
て
回

る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
し
。
あ
れ
は
魔

除
け
の
お
札
だ
よ
。
あ
ち
ゃ
、
他
の
集

落
じ
ゃ
や
っ
て
ね
ぇ
か
い
？
」

　

昔
か
ら
の
風
習
や
行
事
を
、
面
倒
く
さ

い
と
何
か
と
簡
素
化
さ
れ
る
傾
向
の
あ
る

昨
今
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
物
語
的
信
仰

が
気
持
ち
を
ホ
ン
ワ
カ
さ
せ
、
何
と
も
言

え
な
い
良
い
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
く

れ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
後

世
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
伝
統
信
仰
で
す

ね
。（
栄
村
誌
の
第
６
章
民
俗
P
5
8
3

に
記
述
が
あ
り
ま
す
。）

　

皆
さ
ん
は
、
２
月
８
日
の
「
こ

と
は
じ
め
」
や
2
月
15
日
の
涅
槃

会
に
、
あ
ん
ぼ
や
耳
だ
ん
ご
を
作

り
ま
し
た
か
？
今
年
は
雪
も
少
な

く
じ
ょ
ん
の
び
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

雪
が
積
も
り
始
め
る
前
に
漬
け

た
野
沢
菜
や
た
く
あ
ん
も
そ
ろ
そ

ろ
酸
味
が
き
き
は
じ
め
る
頃
で

す
。
越
冬
野
菜
も
余
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

栄
村
に
残
る
食
文
化
に
は
、
酸

味
の
き
い
て
き
た
漬
物
を
煮
た

り
、
炒
め
た
り
…
。
春
に
残
っ
た

大
根
は
切
り
干
し
大
根
や
み
の
干

し
に
す
る
な
ど
、
無
駄
な
く
食
べ

る
先
人
の
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
他

に
も
、
天
井
焼
き
や
天
ぷ
ら
に
し

た
り
、
た
く
あ
ん
は
黒
く
な
っ
た

味
噌
に
漬
け
て
夏
の
か
て
ぜ
用
に

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

先
人
達
が
知
恵
や
技
を
駆
使
し

な
が
ら
、
こ
の
自
然
環
境
の
中
で

あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
し
て
き
た
こ

と
を
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

漬け菜煮

ばあのごっつぉ紹介します！

☆材　料☆
　・野沢菜の漬物……適量
　・煮干し……………多め
　・醤油………………適量
　・みりん又は酒……適量

☆作り方☆
①漬け菜を３㎝に切って、たっぷりの水に30分ほど
浸し、塩だしする。
②①を水から上げて鍋にいれ、多めの水でやわらかく
なるまで煮る。
③煮えたら味加減を見て、様子で調味料を足し、弱火
で煮る。
④好みで赤唐辛子（鷹の爪）を入れて煮ると、味も日
持ちも良くなる。
※野沢菜漬けの塩分と塩出しの加減で、調味料の分量
が変わってくる

●ここで紹介しているレシピは、「ばあのごっつ
ぉうんめぇのし」に掲載されています。
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栄村のそば

おらどこの「宝」の知識を深めよう

おら村の宝！ その6

栄
村
の
そ
ば
は
他
と
何
が
違
う
の
？

　

栄
村
の
そ
ば
は
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
と
ふ
の
り

を
つ
な
ぎ
と
し
た
独
特
な
そ
ば
で
す
。
オ
ヤ

マ
ボ
ク
チ
を
つ
な
ぎ
に
し
た
富
倉
そ
ば
（
飯

山
市
）、
フ
ノ
リ
を
つ
な
ぎ
に
し
た
妻
有
そ

ば
（
十
日
町
市
）
は
そ
れ
ぞ
れ
有
名
で
す
が
、

両
方
を
つ
な
ぎ
に
し
て
い
る
の
は
西
大
滝
か

ら
津
南
町
ま
で
の
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昔
は
「
ご
っ
た
く
料
理
」
と
し
て
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
振
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
部
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
生
み
出
し
た

栄
村
の
そ
ば「
天
神
そ
ば
」ス
ト
ー
リ
ー

　

平
成
4
年
（
1
9
9
2
年
）、
世
界
そ
ば

博
覧
会
（
富
山
県
）
を
開
催
す
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
髙
橋
彦
芳
氏（
当
時
村
長
）が
、「
栄

村
に
も
独
特
な
つ
な
ぎ
で
お
い
し
い
そ
ば
が

あ
る
の
で
出
場
す
る
」
と
決
め
て
き
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
こ
の
蕎
麦
は
東
部
地
区
の
各

家
庭
で
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
分
量

も
様
々
。
東
部
地
区
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
何
回
も
試
作
を
繰
り
返
し

て
ふ
の
り
・
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
・
水
の
分
量
だ

け
で
な
く
、
こ
の
そ
ば
に
合
っ
た
そ
ば
つ
ゆ

も
決
め
ま
し
た
。

　
「
お
ら
方
の
そ
ば
な
ん
か
お
金
も
ら
っ
て

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
ね
え
」
と

自
信
の
な
か
っ
た
母
ち
ゃ
ん
た
ち
で
し
た
が
、

村
旗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緑
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ

け
て
世
界
そ
ば
博
で
開
店
。
し
ば
ら
く
す
る

と
栄
村
の
テ
ン
ト
に
行
列
が
！
お
い
し
さ
が

口
伝
え
に
広
が
り
1
週
間
の
期
間
中
た
く
さ

ん
の
人
が
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
信
の
な

か
っ
た
母
ち
ゃ
ん
た
ち
で
し
た
が
、
閉
店
し

た
時
に
は
、
や
り
切
っ
た
達
成
感
と
反
響
に

肩
を
抱
き
合
い
感
動
の
涙
を
流
し
ま
し
た
。

　

平
成
9
年
（
1
9
9
7
年
）
北
野
天
満
温

泉
が
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
、料
理
に
は「
栄

村
の
そ
ば
」
を
メ
イ
ン
に
掲
げ
、「
天
神
そ

ば
」
と
命
名
。
平
麺
で
少
し
歯
ご
た
え
の
あ

る
、
栄
村
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
逸
品
の
誕

生
で
す
。

　

こ
の
蕎
麦
を
継
承
し
、
再
興
し
よ
う
と
村

栄
養
士
と
共
に
そ
ば
打
ち
教
室
を
開
催
。
農

林
高
校
そ
ば
班
Ｏ
Ｂ
に
も
声
を
か
け
、
そ
の

技
術
に
期
待

を
寄
せ
つ

つ
、
栄
村
の

そ
ば
を
継
承

し
よ
う
と
動

き
始
め
て
い

ま
す
。

　

秋
山
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
自
分
の
暮

ら
す
地
域
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

の
か
気
に
な
り
、
村
誌
を
手
に
取
っ
て
み

ま
し
た
。

　

村
誌
第
６
章
６
節
は
、
江
戸
時
代
に
鈴

木
牧
之
が
記
し
た
「
秋
山
記
行
」
を
含
め

て
秋
山
郷
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
秋
山
集
落
や
暮
ら
し
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
秋
山
の
文
化
で
あ
る
マ

タ
ギ
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

村
誌
に
は
、
江
戸
時
代
、
マ
タ
ギ
は
鍋

を
２
つ
、
３
つ
持
ち
、
椀
を
人
数
分
。
食

料
は
米
と
塩
だ
け
を
持
ち
、
山
の
中
で
岩

魚
や
獣
を
捕
ま
え
て
食
べ
て
お
り
、
着
る

物
も
夜
具
も
毛
皮
で
、
寝
ご
さ
一
枚
を
持

参
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
捕
ま
え
た

岩
魚
や
鹿
、
熊
の
肉
を
塩
漬
け
に
し
て
草

津
へ
売
り
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
狩
猟
は
秋
田
マ
タ
ギ
に
よ
る

狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
秋

田
マ
タ
ギ
は
江
戸
時
代
終
わ
り
頃
か
ら
秋

山
に
住
み
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
文
化
は
、
明
治
以
降
の
近
代
化
に

よ
る
現
金
収
入
の
必
要
性
や
日
本
の
軍
事

化
に
よ
っ
て
、
皮
製
品
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
き
、
ウ
サ
ギ
、
ム
サ
サ
ビ
、
カ
モ
シ

カ
、
熊
と
い
っ
た
動
物
の
狩
猟
が
行
わ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　

狩
猟
は
ム
ラ
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
て
、

和
山
は
佐
武
流
山
、
屋
敷
は
鳥
甲
山
、
小

赤
沢
は
苗
場
山
と
狩
猟
場
所
が
決
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
、屋
敷
で
は
熊
の
落
と
し
穴
、

小
赤
沢
で
は
熊
の
追
い
込
み
猟
と
、
地
域

ご
と
に
狩
猟
の
方
法
も
異
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

40
年
以
上
マ
タ
ギ
を
し
て
い
た
と
い
う

山
田
武
雄
さ
ん
（
和
山
）
に
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
武
雄
さ
ん
は
ム
サ
サ
ビ
や
テ

ン
、
熊
な
ど
を
捕
っ
て
い
た
そ
う
で
、
動

物
の
皮
を
売
っ
て
生
活
が
で
き
た
と
い
い

ま
す
。
明
治
以
降
の
皮
製
品
の
需
要
が
武

雄
さ
ん
の
時
代
ま
で
高
か
っ
た
こ
と
が
伺

え
、
村
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
地

元
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
両
方

を
知
る
こ
と
で
歴
史
が
深
ま
る
面
白
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
地
域
の
文
化
に

つ
い
て
改
め
て
聞
く
こ
と
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
村
誌
を
き
っ
か
け
に
、
学

び
な
お
す
こ
と
で
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

村
誌
第
６
節
か
ら

秋
山
記
行
と
秋
山
の
習
俗

栄
村
誌
の
コ
コ
が

お
も
し
ろ
い
！

No.6

地
元
の
歴
史
を
探
る

阿
部
美
代
子
さ
ん

２月４日　そば打ち教室
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

前
回
は
難
所
を
開
鑿
し
て
信
越
の

物
流
を
舟
で
繋
ご
う
と
も
く
ろ
む
会

社
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
お
話
し

し
ま
し
た
。
会
社
で
は
沿
川
の
各
地

に
入
社
と
出
資
を
勧
誘
し
て
い
き
ま

す
。
森
村
で
は
そ
れ
に
ど
う
対
処
し

た
か
、
残
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
五
十
五

『
明
治
の
千
曲
川
通
船
計
画
（
其
の
四
）
』

　

森
の
広
瀬
家
に
は
会
社
か
ら
の
働
き
か

け
等
を
記
す
史
料
が
三
点
あ
り
ま
す
。
二

点
は
森
村
の
内
部
で
村
人
が
協
議
し
て
作

っ
た
定
約
書
で
、
罫
紙
に
清
書
し
て
紙
縒

り
で
綴
じ
た
も
の
と
下
書
き
で
す
。
残
る

一
点
も
下
書
き
で
、
こ
ち
ら
は
文
言
か
ら

開か
い

鑿さ
く

会
社
と
協
議
し
た
定
約
書
と
思
わ
れ

ま
す
。
前
回
ま
で
に
紹
介
し
た
「
規
則
」

が
明
治
十
一
年
十
月
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
巡

検
が
同
五
月
で
す
か
ら
、
そ
の
約
半
年
間

に
協
議
が
行
わ
れ
た
模
様
で
す
。

　

森
村
と
会
社
と
の
定
約
は
、
字
川
尻
河

岸
に
支
店
を
設
立
し
、
照
岡
村
内
の
藤
沢

組
支
店
（
現
飯
山
市
）
か
ら
新
潟
県
芦
ヶ

崎
ま
で
の
間
は
当
社
名
義
の
支
店
な
ど
を

作
ら
せ
な
い
こ
と
（
第
一
条
）、
支
店
設

立
に
あ
た
り
森
村
は
五
株
を
引
き
受
け

五
百
円
を
払
っ
て
会
社
に
加
入
す
る
こ
と

（
第
二
条
）、
森
村
に
は
五
株
の
株
券
が
渡

さ
れ
る
が
、
う
ち
一
株
分
・
百
円
を
当
座

払
い
込
み
、
残
額
は
工
事
が
成
功
し
た
ら

一
割
の
制
限
利
子
（
法
定
の
上
限
以
内
の

利
子
）付
き
で
出
金
す
る
こ
と（
第
三
条
）、

出
資
に
よ
り
当
社
発
起
名
に
加
入
さ
れ
る

の
で
役
員
選
挙
・
被
選
挙
人
と
な
る
こ
と

（
第
四
条
）
と
い
う
も
の
で
、
既
に
測
量

が
ほ
ぼ
成
功
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
万
一

事
業
が
中
折
し
て
も
株
金
以
上
の
負
担
は

か
け
な
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
事
業
に
村
を
挙
げ
て
協
議
が
必

要
だ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
次
に
村
内
の
定

約
書
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

会
社
と
の
定
約
に
先
立
ち
、
村
内
で
は

会
社
の
照
会
（
支
店
・
株
金
）
に
つ
い
て

の
対
処
を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
し
て
支
店

設
立
を
許
す
上
で
の
条
件
を
取
り
決
め
ま

す
。
八
か
条
の
定
約
書
は
入
社
金（
株
金
）

百
円
を
百
本
に
分
け
、
連
名
に
記
載
し
た

通
り
に
出
す
こ
と
（
第
二
条
）、
出
金
者

は
村
の
将
来
の
利
益
の
た
め
に
私
利
を
抛

っ
て
出
す
の
だ
か
ら
、
会
社
か
ら
村
に
人

馬
賃
銭
な
ど
が
出
た
ら
一
割
を
プ
ー
ル
し

て
お
き
、
出
金
者
へ
の
配
当
に
当
て
る
こ

と
（
第
四
条
）、
沢
尻
河
岸
に
支
店
を
置

く
と
決
ま
っ
た
以
上
、
会
社
か
ら
こ
の
件

で
照
会
が
あ
る
時
に
故
障
め
い
た
こ
と
を

言
わ
な
い
こ
と
（
第
五
条
）、
広
瀬
又
四

郎
・
同
寛
蔵
が
名
義
上
入
社
す
る
が
、
何

か
決
定
す
る
時
は
必
ず
村
中
に
協
議
す
る

こ
と
（
第
七
条
）、
開
鑿
事
業
に
費
途
が

生
じ
た
り
入
社
金
が
集
ま
ら
な
い
時
は
村

の
協
議
費
（
町
村
の
経
費
）
か
ら
支
弁
す

る
こ
と（
第
二
・
八
条
）と
い
う
内
容
で
す
。

つ
ま
り
、
入
社
の
た
め
に
村
が
費
用
負
担

を
す
る
、
そ
の
た
め
協
議
を
要
し
た
の
で

し
ょ
う
。
当
時
の
北
信
村
森
組
の
地
租
額

が
総
計
二
八
七
円
余
だ
っ
た
の
と
比
べ
て

も
、
百
円
は
か
な
り
の
大
金
で
す
。

　

負
担
を
し
の
ん
で
村
が
入
社
す
る
理
由

が
、
第
一
条
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
「
開
鑿
事
業
の
成
否
は
判
然
と
し
な

い
が
、
も
し
完
成
し
た
ら
陸
路
の
運
輸
は

昔
日
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
当
村
の
よ
う

な
運
輸
を
活
業
と
す
る
駅
は
生
計
の
途
を

失
う
だ
ろ
う
。
い
ま
支
店
設
立
の
話
を
受

け
な
け
れ
ば
輸
物
の
減
少
を
償
う
す
べ
は

な
く
、
入
社
し
な
け
れ
ば
支
店
を
置
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
村
の
将
来
の
利
益
の
た

め
に
は
株
金
百
円
を
払
っ
て
入
社
す
べ
き

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
下

書
の
方
に
は
、
千
曲
川
開
鑿
が
輸
物
の
減

少
に
つ
な
が
る
と
懸
念
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
支
店
設
置
の
話
が
あ
り
、「
い
ま
入
社

し
て
も
す
ぐ
利
益
が
出
な
い
だ
け
で
な

く
、
原
資
を
失
う
と
も
限
ら
な
い
」
が
後

来
の
た
め
会
社
へ
の
加
入
を
決
め
た
、
と

あ
り
ま
す
。
村
内
の
定
約
書
第
六
条
に
は

「
株
の
利
益
金
配
当
は
出
金
者
特
有
の
権

利
で
あ
り
、
出
資
し
な
か
っ
た
者
に
は
無

関
係
で
あ
る
」
と
記
し
、
費
用
負
担
を
め

ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
た
様
子
が
窺う

か
が

え

ま
す
。
会
社
の
そ
の
後
は
よ
く
わ
か
ら

ず
、
事
業
も
完
成
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

明
治
時
代
に
宿
場
町
な
ど
が
鉄
道
に
反

対
し
た
「
鉄
道
忌
避
」
は
、
ほ
と
ん
ど
が

伝
説
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
鉄
道
誘
致
に
積

極
的
な
地
方
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
森
村
の
事
例
も
開
化
へ
の
期
待
と

変
化
へ
の
恐
れ
が
見
ら
れ
、
栄
村
に
と
っ

て
の
近
代
と
は
何
だ
っ
た
か
を
知
る
手
が

か
り
と
い
え
ま
す
。

村
内
向
け
定
約
書
（
広
瀬
家
文
書
）
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お知らせ

冬期間村内移動図書巡回、あと1か月です！

　今年の春分の日は３月２1日です。内閣府のホームページには『自然をたたえ、生物をいつくしむ』日と書か
れています。この日は昼夜の長さが等しく、「自然のあらゆる生命が若々しく盛り上がる時」が理由のようです。
　水仙が咲き、虫が飛び交い、ふきのとうが食卓に上がる…栄村も待ち遠しかった春の訪れを感じるいい時期
になりますね。

　1２月から巡回を始めた村内移動図書は、すでにのべ
1２０名の方にご利用いただいています。
　大きな文字の本や、お料理の本などもご用意していま
す。こたつに入って読書しませんか。巡回時間が不明な
方は公民館図書室☎87-3118までお問い合わせください。

新着図書の紹介
白鳥とコウモリ（東野圭吾）／さよならの儀式（宮部みゆき）／燕は戻ってこない（桐野夏生）
地図と拳（小川 哲） ／総理の夫 First Gentleman 愛蔵版（原田マハ）／ 8０歳の壁（和田秀樹）
ジャクソンひとり（安堂ホセ）／光のとこにいてね（一穂ミチ）／クロコダイル・ティアーズ（雫井脩介）
しろがねの葉（千早 茜）／汝、星のごとく（凪良ゆう）／ 母という呪縛 娘という牢獄（齊藤 彩）
silent　シナリオブック　完全版（生方美久／脚本）／女人京都（酒井順子）
一気読み世界史（出口治明） ／運動脳（アンデシュ・ハンセン／御舩 由美子・訳）
カルトの花嫁：宗教二世 洗脳から抜け出すまでの２０年（冠木結心）
COCOCORO大西哲也の神だれ∞レシピ（大西哲也） 
１週間で勝手に痩せていく体になるすごい方法（栗原 毅）
世界一簡単な しないレシピ　元シェフが教える、プロのこっそり手抜き術（ちひろ） 他

ラッキーカレー（シゲタサヤカ）
こんたのさかなつり （田中友佳子）
へんなどうつぶ（ワンダ.ガアグ／渡辺茂男・訳）
わにわにのおふろ（小風さち・文／山口マオ・絵）
オニのサラリーマン じごくの盆やすみ
　　　　　　　　　（富安陽子・文／大島妙子・絵）

★３・４・５月休館日★
３月21日㈫、４月29日㈯、30日㈰

５月３日㈬～７日㈰

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　

※祝日は休館します

2023.3

　借りたままになっている本は
ありませんか。どうしても図書
室まで来られない方は公民館
☎87-3118までご相談ください。

　栄村公民館図書室では土日の午前中、図書室を開けてくださるボランティア
さんを募集しています。この春からやってみませんか。読書の習慣もできます
よ。栄村在住の成人している方ならどなたでもできます。１～２か月に１度の
当番です。お問い合わせは栄村教育委員会事務局☎87-3118までお願いします。

★図書ボランティア募集中！★

西部・豊栄・水内 秋山・東部
３/２㈭ ３/３㈮
３/16㈭ ３/17㈮

３/30㈭ 返却のみ ３/31㈮ 返却のみ

え
ほ
ん

としょしつに
あそびにきてね☆
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おおきく
な〜れ

ロータリー除雪車の
運転手さんになりたい！

奏
そう
志
し

さん（６歳）

　スキーに剣道に夢中の奏志。道路標識も
完璧に覚えて大人顔負けの一面も。年長さ
んになってからは、お兄ちゃんの姿になり、
成長をとても嬉しく思います。思いやりを
持って笑顔いっぱい・健やかに成長してね。

森下たえさん宅（柳在家）

Ｑ１　栄村へ移住しようと決めた理由は？
Ⓐ小さいころから山を駆けずり回っており、父

方が坪野出ということもあって、自然豊かな
栄村に住みたいと以前より思っていました。

Ｑ２　栄村に住んで感じることは
Ⓐ皆さんとても親切で、お世話になっておりま

す。自然との距離が近く、窓を開けるとフク
ロウやキツネの鳴き声が聞こえてきたり、自
分が住みたかった場所と合致していると思う。

Ｑ３　これからどのように過ごしていきたいで
すか？

Ⓐ移住して、２年目に入りますが、あまり多く
を望まず、できることから一歩ずつ、時には
皆さんと協力して暮らしていけたらなと思い
ます。

ようこそ！ 栄村へ!!

齋藤宏樹さん（横倉）

宮川春菜さん（野田沢）
　栄村に帰ってきて６年が経ちました。６年の間に３
匹の愛猫が家族に加わり毎日、愛猫に癒されながら過
ごしてます。
　私は飯山で接客業をしているのですが、村の中だけ
でなくお買い物に来てくれた時にも栄村の人達は気さ
くに声をかけてくれます。そのちょっと
した事が自分にとってはとても嬉しく
て、こっちに帰ってきて改めて栄村の
人達の優しさと温かさを実感してます。
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雪
の
世
界
の
栄
村
と
気
温
２5
℃
半
袖
半
パ

ン
の
沖
縄
県
多
良
間
村
の
子
ど
も
た
ち
が
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
を
し
た
。
か
ま
く
ら
の
中
で

見
る
多
良
間
村
の
ブ
ル
ー
な
空
、
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
、
緑
の
草
木
が
キ
レ
イ
だ
。
こ

ち
ら
か
ら
は
「
自
然
な
雪
の
中
で
遊
ぶ
楽
し

さ
を
見
て
！
」「
家
の
屋
根
の
形
は
ね
」「
雪

を
解
か
す
タ
ネ
が
家
の
周
り
に
は
あ
る
ん

だ
」
な
ど
分
か
り
や
す
く
雪
国
の
暮
ら
し
を

し
っ
か
り
伝
え
る
子
ど
も
た
ち
。
任
せ
て
大

丈
夫
だ
ね
、
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
情
報
環
境
の
進
化
に
感
心
す
る

ば
か
り
だ
。 編

集
後
記

チ
ョ
コ
一
つ
含
み
て
朝
の
雪
を
掻
く�

写
真
整
理
遅
々
と
す
す
ま
ず
春
の
雪�

関
谷
貞
子

あ
る
じ
な
き
家
の
庭
先
雪
五
尺�

早
朝
の
除
雪
の
音
に
手
を
あ
わ
せ�

山
田
く
に
え

春
の
海
鳥
浮
か
ぶ
よ
な
サ
ー
フ
ァ
ー
等�

荒
ら
ぶ
る
世
春
の
光
よ
耐
え
し
人
等
に�

柳
　
静
江

道
踏
み
を
終
え
て
ニ
ュ
ー
ス
は
春
一
番
　�

雪
空
に
響
く
篠
笛
早
春
賦
　�

杉
浦
恵
子

今月の一句 〜栄村俳句会〜

正

令和５年度の総合文化祭は
節目の第45回！

　文化祭は村民みんなの発表の場です。
　ステージ発表や展示など、今から準備をは
じめよう！今年は２日間で開催予定！特別企
画も計画中。

  

『
か
ら
し
漬
け
セ
ッ
ト
』
は
道
の
駅
の

雁
木
下
で
汁
物
や
野
菜
を
販
売
し
て
い
た

頃
、
炊
い
た
ご
飯
に
ち
ょ
こ
っ
と
添
え
て

出
し
て
い
た
季
節
の
漬
物
の
一
つ
で
し

た
。
お
客
さ
ん
か
ら
「
そ
の
漬
物
を
売
っ

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
何
度
か
あ

っ
た
ん
で
す
が
、
食
品
衛
生
法
の
関
係
で

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

何
年
も
お
客
さ
ん
に
謝
り
な
が
ら
レ
シ
ピ

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
販
売

で
き
る
か
相
談
し
て
ひ
ら
め
い
た
の
が
、

刻
ん
だ
野
沢
菜
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
考
案

し
た
分
量
で
調
味
料
を
併
せ
た
「
か
ら
し

漬
け
の
素
」
を
セ
ッ
ト
す
る
方
法
で
し

た
。
こ
の
『
か
ら
し
漬
け
セ
ッ
ト
』
は
今

年
で
7
年
目
。
今
で
は
電
話
注
文
が
来
て

宅
配
便
で
買
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い

ま
す
。
今
年
は
レ
シ
ピ
を
付
け
た
醤
油
漬

け
用
も
販
売
し
て
み
ま
し
た
。
夏
に
は
、

き
ゅ
う
り
1
キ
ロ
に
か
ら
し
漬
け
の
素
を

つ
け
て
販
売
。
こ
ち
ら
も
評
判
で
す
。
自

家
製
米
を
購
入
し
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
に

「
お
気
持
ち
」
と
し
て
漬
物
セ
ッ
ト
を
添

え
て
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
れ
た
方
も
い
た
ん
で
す
。

　

私
は
栄
村
で
や
る
農
業
が
好
き
な
ん
で

す
。
冬
休
め
る
か
ら
。
こ
れ
か
ら
は
農
業

を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
生
活
し
た
い
と
思

っ
て
い
て
、
今
よ
う
や
く
そ
の
生
活
が
出

来
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
後
、
き
の
こ
小
屋
を
改
装
し
て

お
茶
の
み
で
き
る
部
屋
に
し
ま
し
た
。
今

は
週
に
一
度
、
お
豆
腐
屋
さ
ん
が
売
り
に

来
る
日
に
、
近
所
の
人
が
こ
こ
に
集
ま
っ

て
お
茶
の
み
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
本
当

は
カ
フ
ェ
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん

だ
け
ど
…
。
嫁

に
来
た
頃
み
ん

な
に
お
世
話
に

な
っ
た
か
ら
、

集
落
の
み
ん
な

を
楽
し
ま
せ
た

い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
農
産
物
を
『
か
ら
し
漬
け
セ
ッ

ト
』
と
面
白
い
工
夫
で
販
売
し
て
い

る
方
が
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
つ

け
、
販
売
者
の
保
坂
幸
子
さ
ん
（
泉

平
）
に
漬
物
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
取
材

し
て
き
ま
し
た
！

お
客
さ
ん
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た

漬
物
セ
ッ
ト
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